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　作業部会で出された主な意見
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最上地域の課題 道の駅に期待する効果 道の駅に求める機能

【経済活動に関する課題】

・人口減少による地域経済の縮小

・魅力ある雇用の場の創出に向けた工業団
地の立地企業等の発展

・最上地域全体の観光客数の減少

・高齢化や後継者不足に伴う農業従事者や
商店数等の減少

【現状の取組みに関する課題】

・国道47号沿いにおける休憩所の不足

・最上地域の観光名所が点在する中での的
確な情報発信

・デジタルを活用した情報発信への遅れ

・魅力ある子育て施設が少ないこと

・近年頻発する災害からの住民・道路利用者
等の安全安心の確保

【今後想定される道の駅の運営上の課題】

・生産者が高齢化している中で、長期的な安
定供給体制の確保

・冬季間に農産物の生産が少ないこと

・運輸業を中心としたドライバーの利用の増
加による物流及び産業の活性化
【①休憩】

・道路利用者に対しての最上地域のPR
【②情報発信】

・他地域との差別化により、特徴ある道の駅
としての最上地域の知名度の向上
【②情報発信】

・最上地域の各市町村への観光消費の波及
効果
【②情報発信】

・子育て支援施設の整備による最上地域の
PR
【②情報発信、③地域連携】

・農産物の地場消費の拡大
【③地域連携】

・出店事業者の売り上げ向上や知名度の向
上、新たなビジネスチャンスの創出
【③地域連携】

・学生たちの活躍の場が広がることによる起
業機会の創出
【③地域連携】

・子どもの遊び場を整備することにより最上
地域の「ふるさと」意識の醸成
【③地域連携】

・広域的な災害拠点を整備することによる有
事の際の機動的な対応
【④防災】

・トラックステーションをイメージした仮眠やシャワーが
利用できる機能

・魅力あるトイレ空間

・足湯や銭湯により休憩しながら最上地域の温泉に誘
導でき、体験できる機能

・RVパーク（車中泊施設）

・除排雪した雪の有効活用（雪冷房、夏の雪遊び、雪
室での物産保管等）

・道の駅から最上地域の各施設に人を誘導する機能
⇒8市町村の魅力紹介ブース
　デジタルでの情報発信
　観光案内所の設置
　観光コンシェルジュの配置

・地元食材を活用したフードコート
・交流を生み出せるイベントスペース
・最上地域で年間を通じたの農産物等販売コーナー
・東北農林専門職大学（仮称）及び山形県立農林大学
校との連携
・公園施設機能（子育て世帯が楽しめ、自然や水に触
れ合える公園）
・子ども連れが遊べるような屋内型の子育て支援施設
機能

・災害時の避難場所として、非常用電源を装備
・自衛隊や緊急車両の受入
・緊急物資等の基地機能
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道の駅に求める機能

・トラックステーションをイメージした仮眠やシャワーが
利用できる機能

・魅力あるトイレ空間

・足湯や銭湯により休憩しながら最上地域の温泉に誘
導でき、体験できる機能

・RVパーク（車中泊施設）

・除排雪した雪の有効活用（雪冷房、夏の雪遊び、雪
室での物産保管等）

・道の駅から最上地域の各施設に人を誘導する機能
⇒8市町村の魅力紹介ブース
　デジタルでの情報発信
　観光案内所の設置
　観光コンシェルジュの配置

・地元食材を活用したフードコート
・交流を生み出せるイベントスペース
・最上地域で年間を通じたの農産物等販売コーナー
・東北農林専門職大学（仮称）及び山形県立農林大学
校との連携
・公園施設機能（子育て世帯が楽しめ、自然や水に触
れ合える公園）
・子ども連れが遊べるような屋内型の子育て支援施設
機能

・災害時の避難場所として、非常用電源を装備
・自衛隊や緊急車両の受入
・緊急物資等の基地機能


